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連携・協力の推進に関する協定書
国公私立大学図書館協力委員会－国立情報学研究所（平22.10）

1. バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒
久的なアクセス保証体制整備

– 大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）
2. 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの

構築
– 機関リポジトリ推進委員会

3. 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化
– これからの学術情報システム構築検討委員会

4. 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成
5. 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進



本委員会は，学術情報流通に関する以
下の現況認識と将来展望に基づき，戦略
的重点課題を定め，機関リポジトリの一
層の推進を通じてこれらの解決に取り組
む。

– 国公私立大学図書館協力委員会－国立情
報学研究所連携・協力推進会議機関リポ
ジトリ推進委員会（平成25年12月13日）



現況認識（抄）
わが国の機関リポジトリは，国立情報学研究所の学

術機関リポジトリ構築連携支援事業の支援によって急
速に拡大し，JAIRO Cloudの開始もあり，公開機関数は
現在では394，コンテンツ数は全体で100万件，アクセ
ス件数は8,303万件と利用されている。公衆からの利用
も多い。このように機関リポジトリは一定の成果をあ
げてきたが、そのコンテンツは紀要や学位論文のよう
な文献が大部分を占め，オープンアクセスの推進に十
分貢献しているとは言い難い。これは大学の知の発信
システムとしてその価値を十分に認知されているとは
いえない状況である。



将来展望（抄）
大学に所属する個々の研究者の日々の生産物のセル

フアーカイビングのメディアとして更に拡張・発展す
るためには，大学図書館のコミュニティと国立情報学
研究所が協力・連携し，現況認識で挙げた問題を解決
する必要がある。それによって今後，機関リポジトリ
は，大学の教育研究活動のあらゆる成果の蓄積と徹底
的なオープンアクセス化を担うことにより，インター
ネット環境下における大学の情報インフラの中核とな
り，教育研究戦略に必要な情報を大学に供給し，それ
によって学術情報流通システムを変革していくことと
なる。



戦略的重点課題
• 機関リポジトリが大学の情報インフラの中核
を担い，大学の知の発信システムとして学術
情報流通変革の機能を果たすために，重点的
に取り組むべき戦略的課題は以下のとおりで
ある。
– オープンアクセス方針の策定と展開
– 将来の機関リポジトリ基盤の高度化
– コンテンツの充実と活用
– 研修・人材養成



オープンアクセス方針の
策定と展開

• 各機関の公表義務化，研究インフラ整備，コ
ンテンツの多様化等の戦略に資するオープン
アクセスのガイドラインを作成し，ゴールド
オープンアクセスの進展を踏まえた種々のレ
ベルにおけるオープンアクセス方針の策定に
貢献する。
– 理事・役員，研究戦略担当部署等との連携強化も
含めた各機関のオープンアクセス方針の制定に資
するガイドラインの作成

– オープンアクセス方針策定に係る国際的な政府，
研究助成機関の動向把握と協調



Berlin11 OA Conference（ドイツ，2013.11） -三隅健一（北海道大学）



将来の
機関リポジトリ基盤の高度化
• アカデミック・クラウド環境における
機関リポジトリ基盤を高度化し，機関
リポジトリの管理・運営環境を整備す
る。
– クラウド環境下における機関リポジトリに
求められる機能要件の策定とJAIRO Cloudへ
の実装支援

– 大学・NII間共同運営方式によるJAIRO Cloud
システムの維持管理の可能性の検討・立案



Stanford Prize for Innovation in Research Libraries (SPIRL) – Stanford University Libraries



コンテンツの充実と活用
• 学術機関リポジトリ構築連携支援事業の成果
を活用し，未整備のコンテンツを充実させる
とともに教育研究での多面的な活用を促進す
る方策を進める。
– 学術論文を中心とした未整備の文献の充実
– コンテンツの対象範囲の文献以外への拡大
– 研究活動の始点を起点とした研究者（グループ）
との連携形成による中間・最終生産物の網羅的蓄
積・公開

– 紀要，学位論文へのDOIの付与，対応するスキー
マへの変更等のメタデータの質の向上



SPARC 2014 OA Meeting（米国，2014.3）-西薗由依（鹿児島大学）



研修・人材養成
• 研究データ等の文献に留まらないコンテンツ
を扱い，機関リポジトリの高度化や国際コ
ミュニティと連携協力を行う人材を養成する
等のために研修等を実施する。
– 文献以外の電子的学術コンテンツの取扱いに関す
る調査研究や人材育成

– 協議会組織等との協力による担当者研修の実施
– 国内リポジトリ担当者コミュニティとの協力によ
る情報共有促進

– 国内リポジトリ担当者コミュニティとの協力によ
る国際連携の推進



Aligning Repository Networks Meeting 2014（イタリア，2014.3） - 会議レポート



協力員募集予定

• 機関リポジトリ推進委員会ワーキング
グループ
–オープンアクセス方針の策定と展開
–将来の機関リポジトリ基盤の高度化
–コンテンツの充実と活用
–研修・人材養成
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